
 

 
 

①GP工場早期500工場達成に向け、オンラインを駆使した印刷業界内へのＧＰ工場認定取得の

ための周知活動の全国展開 
②各都道府県の印刷工業組合等との連携による地方自治体へのGP制度のアピール。特に本年は

首都圏、大阪府など大都市を中心に展開 
③2025年大阪・関西万博の開催に向けて、印刷発注の環境配慮基準へのGP制度の採用を多方

面からの働きかけ。「TEAM EXPO 2025」共創チャレンジへの登録 
④GP工場が自らクライアントへ働きかけるGP工場・GPマークをアピールできるリーフレット

等のツール提供 
 

 ２）その他具体的活動 
①GP工場への各種対応 

・GP更新認定工場に対する更新説明会へのオンラインの積極的活用。 
・GP工場交流会、重要環境法規のセミナー等のオンラインによる実施。 
・交流会、セミナー等への未参加者へのYouTube等による各動画の配信 
・GP申請添付書類簡素化、審査方法改善、並びに環境推進工場、クリオネ制度との連携検討。 
②印刷産業界へのGP工場認定取得のための周知活動 
・新規取得希望工場に対する説明会等オンラインの積極的活用。 
・印刷団体(地域含む)及び印刷企業からのGP認定制度説明要請への対応。 
・GP取得のメリット、GPマーク採用事例、国・自治体への普及状況等の積極的ＰＲ。 
・SDGsを核にした事業展開の重要性とそのためのGP認定取得の必要性をＰＲ 
③GP認定制度の社会に対する広報活動 
・小山薫堂グリーンプリンティングＰＲ大使を中心とした新規ＰＲ活動の展開。 
・GP環境大賞、GPマーク普及大賞、GP資機材環境大賞継続実施。 
・SDGsの目標達成に寄与するものとしてGP制度を社会へアピール。 
・GP環境大賞等表彰式、トークショー等を利用した周知展開。 
・ホームページリニューアルによりGPマーク採用企業紹介、SDGsとの繋がりを強調 
・YouTube等動画サイトやSNSを活用したGP認定制度の社会へ向けた発信 
④印刷発注者等への直接働きかけ 
・マスコミ発信並びに直接説明による印刷発注者・団体、社会へのGP制度周知。 
・官公庁、公益法人、地方自治体等への周知及びGPマーク採用の働きかけ。 
・大手印刷発注者、広告代理店等を対象とした業界団体説明、業界紙広告掲載、個別訪問周知。 
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2022年3月16日

（単位：千円）

2022年度予算

（２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日まで）

2021年度予算 増　減 備　考

Ⅰ　事業活動収支の部

4 4 0

75,500 75,500 0

15,850 16,100 △ 250

140,147 137,983 2,164

97,527 101,955

42,620 36,028

2,700 3,300

1,270 340

950 1,170

受取負担金 12 12

雑収入 6,380 6,520

242,813 240,929 1,884

△ 4,428
6,592

△ 600

930

△ 220

0

△ 140

45,067 39,054

1.事業活動収入

基本財産運用収入

正会員会費収入

賛助会員会費収入

事業収入

① 認定事業収益

・ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰﾏｰｸ認定事業収入

・ｸﾞﾘｰﾝﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ認定事業収入

② 機関誌広告収益

③ 資料等販売収益

④ 講演会会費収益

6,013

入会金・写研基金利息

10団体会費（GDにより2015年度より全面見直し）

45社分（前年比△1社）

前年比 △4.3％（審査件数前年比 △7社）

前年比 ＋18.3％（審査件数前年比 ＋23社）

広告主数社より掲載回数削減の連絡あり

「環境関連法規集2022」発行による増加

GP環境大賞懇親会参加費他

（財）日本規格協会著作権料

日本印刷会館からの受託料減ほか

820 4,070

12,620 11,106

5,827 8,228

19,900 11,350

5,900 4,300

138,126 144,914

△ 3,250

1,514

△ 2,401

8,550

1,600

98,440 103,647

前年はアフターコロナP３８０万円の計上あり

独禁法ﾏﾆｭｱﾙ改訂版発行ほか

技術部会解消、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌﾟﾚｽ運用方法変更ほか

IGAS展示費用、社会責任報告書発行等

GP環境大賞会場費増加ほか

39,686 41,267

事業費共通費支出

業務委託費用の減少他

審査関係費用増加、人件費減少等

33,688 32,827

△ 6,788

△ 5,207
△ 1,581

861

管理費支出 27,547 25,415 2,132

244,428 242,210

人件費の増加ほか

人件費増加、定時総会開催場所の変更ほか

2,218

△ 1,615 △ 1,281 △ 334

事業活動支出計

事業活動収支差額

Ⅱ投資活動収支の部

特別広報活動積立預金取崩

1.投資活動収入

3,500 4,000 △ 500

2.事業活動支出

事業費支出

① 運営・顕彰委員会費支出

・ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ・ｺﾐｯﾃｨ

・ＳＤＧｓ推進活動

・基盤構築事業活動

・広報活動

・顕彰委員会

② 認定事業支出

・ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰﾏｰｸ認定事業費支出

・ｸﾞﾘｰﾝﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞ認定事業支出

3,500 4,000 △ 500

IGAS展示会費用として取崩し

3

2.投資活動支出

3 0

1,533 1711,362

0 825 △ 825

1,536 2,190 △ 654

1,964 1,810 154

213

職員退職引当金繰入

前年はｲﾝﾀｰﾈｯﾄ回線増設、PC２台費用等を計上

70 143

136 459

写研基金利息積立預金支出

退職給付引当預金支出

固定資産取得支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

法人税等充当金

△ 323

13,633 70412,929

13,769 38113,388

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

投資活動収入計

科 目

事業活動収入計

２０２２年度　収　支　予　算　計　算　書
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